
歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

旧
山
中
正
吉
家
住
宅

町
の
有
形
文
化
財
に
指
定

　

旧
山や

ま

中な
か

正し
ょ
う

吉き
ち

家
は
、
山や

ま

中な
か

兵ひ
ょ
う
 
え
 
も
ん

右
衛
門

家
（
現
在
の
近
江
日
野
商
人
館
）
の
分
家

で
、
富
士
宮
（
静
岡
県
富
士
宮
市
）
で
酒

造
業
を
営
ん
だ
商
人
で
す
。

　

そ
の
本
宅
と
し
て
江
戸
時
代
の
後
期

に
、
馬
見
岡
綿
向
神
社
の
参
道
沿
い
に

建
て
ら
れ
た
の
が
旧
山
中
正
吉
家
の
主

屋
で
し
た
。
こ
の
場
所
は
西
大
路
藩
の

武
家
屋
敷
街
の
西
端
に
あ
た
り
、
宅
地

は
藩
主
の
市
橋
氏
か
ら
拝
領
し
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
的
な
価
値
や
意
匠
的
な
面

が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
三
月
三

十
一
日
に
「
旧
山
中
正
吉
家
住
宅
」
と

し
て
、
敷
地
を
含
む
十
四
件
（
十
五
棟
）

が
、
日
野
町
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
面
に
注
目

し
て
見
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
「
旧
山
中
正
吉
邸
」
は
、
当
面
の

間
は
入
館
料
を
無
料
と
し
て
い
ま
す
。
開
館
時
間
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で
、
休
館
日
は
毎
週
月
・
火
曜
日
（
祝
日
・
休
日

の
場
合
は
そ
の
翌
日
）、祝
日
の
翌
日
、年
末
年
始
等
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
ご
来
館
下
さ
い
。『
近
江
日
野
の
歴
史
』
全
九
巻
は
「
旧

山
中
正
吉
邸
」、
教
育
委
員
会
事
務
局
や
各
公
民
館
に
て
一
冊
四
、

〇
〇
〇
円
で
好
評
発
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

和
と
洋
の
織
り
成
す
空
間

　

主し
ゅ

屋お
く

は
、
こ
の
地
方
の
農
家
の
造
り

に
な
ら
っ
て
い
て
、
重
厚
な
金
庫
が
残

る
「
机
場
」
や
、仏
壇
が
置
か
れ
た
「
ぶ

つ
ま
」
な
ど
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
各

部
屋
に
は
色
あ
ざ
や
か
な
小
鳥
や
草
木

の
日
本
画
が
描
か
れ
た
天て

ん

袋ぶ
く
ろや

蝙こ
う

蝠も
り

を

モ
チ
ー
フ
と
し
た
釘く

ぎ

隠か
く
しな

ど
、
デ
ザ
イ

ン
面
で
の
大
小
様
々
な
見
所
が
り
ま
す
。

蝙こ
う

蝠も
り

の
釘く

ぎ

隠か
く
しは

、
主
屋
の
南
側
に
建
ち
、

お
も
て
な
し
の
場
所
と
し
て
使
わ
れ
た

座
敷
棟
で
も
使
わ
れ
て
お
り
、
し
か
も

そ
れ
ぞ
れ
が
微
妙
に
姿
や
表
情
が
違
う

と
い
う
こ
だ
わ
り
で
す
。
蝙こ

う

蝠も
り

の
金
具

と
言
え
ば
不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
蝙こ

う

蝠も
り

は
古
来
よ
り
長
寿

や
富
、
子
孫
繁
栄
な
ど
の
象
徴
と
し
て

使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
図
柄
で
、
こ
こ

で
も
こ
う
し
た
思
い
か
ら
使
わ
れ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
主し

ゅ

屋お
く

は
昭
和
十
三
（
一
九
三

八
）
年
頃
に
改
装
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の

頃
、
北
側
に
広
い
庭
園
を
持
つ
新
座
敷

棟
や
洋
間
棟
、
浴
室
棟
な
ど
が
建
て
ら

れ
ま
す
。

　

新
座
敷
棟
は
主
に
三
部
屋
の
和
室
で

出
来
て
い
て
、
建
具
に
人
物
や
小
鳥
な

ど
の
日
本
画
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、

主
屋
や
座
敷
棟
と
異
な
り
、
引
き
戸
に

植
物
の
浮
き
彫
り
が
入
っ
た
ガ
ラ
ス
が

使
わ
れ
る
な
ど
、
洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
が

各
所
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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ま
た
、
洋
間
棟
の
窓
に
は
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
が
使
わ
れ
て
お
り
、
外
壁
は
ド

イ
ツ
壁
と
言
わ
れ
る
洋
風
の
仕
上
げ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
浴
室
棟
に
は
レ
ト
ロ
な
シ

ャ
ワ
ー
や
、
小
鳥
や
椿
を
あ
し
ら
っ
た

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
な
ど
洋
風
の
仕
上
げ

を
施
し
な
が
ら
も
、
各
建
物
の
屋
根
は

瓦
葺
き
と
な
っ
て
い
て
、
昭
和
初
期
の

洋
風
の
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ
た
建
物

の
特
徴
が
よ
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
是

非
一
度
お
越
し
い
た
だ
き
、
建
物
そ
の

も
の
の
も
つ
魅
力
を
感
じ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

▲蝙蝠をモチーフとした釘隠

▲浴室のステンドグラス
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